
青少年の健全育成について考えましょう　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の
中
で
、｢

少
子
高
齢
化｣

、｢

価

値
の
多
様
化｣

、｢

国
際
化｣

、｢

情

報
化｣

の
４
つ
に
つ
い
て
は
、
特

に
著
し
い
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ

う
な
４
つ

の
社
会
変

化
は
、
子

ど
も
た
ち

の
教
育
環

境
を
大
き

く
揺
さ
ぶ

り
、
家
庭

教
育
・
学

校
教
育
・

社
会
教
育

は
、
た
く

さ
ん
の
課

教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵
　
　
　
　

　
教
育
委
員
会
で
は
、
創
造
的
で
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
学
校
教
育
を
は
じ
め
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
学
校
や
保
護

者
が
抱
え
る
課
題
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
率
直
な
ご
意

見
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
民
教
育
懇
話
会
の
開
催
を
始

め
ま
し
た
。
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を
抱
え
な
が
ら
、
こ
ん
に
ち
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
の
中
学
校
区
単

位
で
の
教
育
懇
話
会
を
、
西
部
文

化
セ
ン
タ
ー
（
８
月
２７
日
）
、
中

央
公
民
館
（
９
月
２７
日
）
、
北
部

公
民
館
（
１０
月
６
日
）
、
豊
田
文

化
セ
ン
タ
ー
（
１０
月
２６
日
）
で
開

催
し
、
率
直
な
ご
意
見
な
ど
を
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
懇
話
会

が
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
ご
意
見

ご
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
の

教
育
行
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
西
部
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
懇
話
会
の
中
で
出
さ
れ

た
一
部
の
ご
意
見
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

問
　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小

学
校
で
英
語
を
教
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
英
語
の
先
生

が
配
置
さ
れ
る
の
で
す
か
。

答　

小
学
校
で
の
外
国
語
活
動

（
英
語
）
は
、
英
語
の
音
や
リ

ズ
ム
に
慣
れ
た
り
、
英
語
に
親

し
む
活
動
が
中
心
に
な
り
、
学

級
担
任
が
教
え
ま
す
。

　
　
外
国
青
年
語
学
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
は
、
小
学
校
へ
も

訪
問
し
指
導
し
て
い
ま
す
。

問
　
長
嶺
地
区
に
保
育
園
の
通
園

用
バ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
乗
車

定
員
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
小

学
生
も
同
乗
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
バ
ス
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
基
準
や
市
に
お
い
て
も
、

一
定
の
基
準
を
定
め
て
運
行
し

て
お
り
ま
す
。
趣
旨
は
十
分
に

理
解
で
き
ま
す
が
、
ほ
か
の
地

域
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
市
全
体
の
問
題
と
し
て

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
ご
意
見
・
ご
要
望

・
県
道
の
一
部
に
歩
道
も
な
く
大

変
危
険
な
箇
所
が
あ
る
。
関
係

問い合わせ先　市役所子育て課青少年未来係　☎（２２）２１１１（内線３５７）

　
こ
れ
か
ら
の
中
野
市
を
つ
く
る

青
少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
豊
か

な
情
操
と
創
造
性
を
養
い
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
市
民
全
員
の
願
い
で
す
。

　
青
少
年
の
育
成
に
際
し
、
大
人

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、
関

係
団
体
・
機
関
が
連
携
を
取
り
、

有
害
環
境
の
浄
化
や
健
全
な
家
庭

づ
く
り
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
よ
り
広
く
市
民
の
関
心
を
高
め
、

青
少
年
健
全
育
成
運
動
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
第
６
回
中
野

市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
市
民
集

会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
１１
月
２８
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら

会
場
　
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
「
伸
び
よ
う
　
伸
ば
そ
う 

青
少
年
」

内
容

○
平
成
２２
年
度「
明
る
い
家
庭
・
地

域
を
築
く
た
め
の
作
文
」入
賞

者
表
彰
お
よ
び
優
秀
作
品
発
表

○
青
少
年
に
よ
る
活
動
発
表

　
豊
井
・
永
田
保
育
園
（
歌
と
ダ

ン
ス
）
、
永
田
小
学
校
（
学
習

発
表
「
高
野
辰
之
先
生
」
）

○
講
演

　
演
題
『
協
働
に
よ
る
安
心
の
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
』

　
講
師
　
小こ

ば
や
し林

　
伸し

ん

　
氏
（
中
野

警
察
署
長
）

主
催
　
中
野
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
市
民
集
会
実
行
委
員
会

主
管
　
中
野
市
、
中
野
市
少
年
育

成
委
員
会
、
中
野
市
青
少
年
健
全

育
成
会
連
絡
協
議
会

※
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

往
路
出
発
時
刻
…
北
部
公
民
館

午
前
８
時
３０
分
、
市
役
所
午
前

８
時
４５
分
、
西
部
公
民
館
午
前

９
時

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

１１月は
「子ども・若者育成支援強調月間」
「青少年に有害な社会環境排除県民運動強化月間」

機
関
に
働
き
か
け
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

・
小
学
校
３０
人
、
中
学
校
３５
人
学

級
に
な
る
よ
う
強
力
に
国
・
県

に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
施
設

の
年
齢
制
限
な
ど
の
緩
和
に
つ

い
て
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　　
中
央
公
民
館
・
北
部
公
民
館
・

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
懇
話
会

の
内
容
は
、
次
号
以
降
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
委
員
会
だ
よ
り
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
不
登
校

問
題
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

し
て
と
ら
え
、
引
き
こ
も
り
な

ど
、
長
期
欠
席
者
を
対
象
に
し

た
、
『
長
嶺
わ
く
わ
く
教
室
』
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
」

な
ど
を
会
場
に
、
新
鮮
な
驚
き
や

感
動
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
楽
し
い
講
座
を
設
け
ま
す
。
最

初
は
戸
惑
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
一
歩
外
へ
踏
み
出
す
こ

と
が
、
必
ず
明
る
い
方
向
に
つ
な

が
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。
勇

気
を
出
し
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
内
容
】
予
定

第
１
回
…
「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

と
遊
ぼ
う
」
動
物
・
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
、
セ
ラ
ピ
ー
的
効
果

を
楽
し
む
。

第
２
回
…
「
（
縄
文
）
土
器
を

造
ろ
う
」
自
由
な
造
形
を
楽
し

む
、
手
の
感
触
、
形
の
面
白
さ

を
味
わ
う
。

第
３
回
…
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

（
シ
ェ
ー
ド
）
を
作
ろ
う
」
繊

細
な
技
法
を
学
び
完
成
度
に
満

足
、
格
好
良
い
作
品
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
☎
�
３
１
１
２

市
立
博
物
館
☎
�
２
０
０
５

『
長
嶺
わ
く
わ
く
教
室
』

中
野
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
市
民
集
会

第６回

▲昨年の様子

　携帯電話には便利な機能やサービスが備えられ、さまざまな場面で使われています。しかし、便利
な反面、携帯電話を利用した犯罪は、ますます悪質化しています。
　お子さまが、利用するに当たって、ルールやマナーを決め、保護者の方が利用方法などを見守る必
要があります。
　この月間を機会に、改めて親子で話し合ってみるのは、いかがでしょうか。

■利用ルールを決める
　・利用する時間・料金・場所を守る、架空請求メールや知らない人からのメールは無視する など
■利用マナーを決める
　・相手を傷つける書き込みをしない、チェーンメールを転送しない など
■決めたルールやマナーを守らせる
■保護者も利用マナーを守る
■お子さまの使い方や利用時間・料金を、定期的にチェックする
■何かあったら保護者に相談させる
■フィルタリングサービス（有害サイトアクセス制限サービス）を利用する
　※「青少年インターネット環境整備法」により、１８歳未満の青少年が購入する携帯電話には、あら

　かじめ有害サイトの閲覧を制限する同サービスが設定されています。
　※未設定の携帯電話にも簡単な申し込みで設定が可能です。詳しくは、携帯電話会社にお問い合わ

　せください。

ルールとマナーを守って〝ケータイ〟利用


